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6. 研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性（1/2 ページ程度を目安に記入すること） 
 
 
 

派遣期間中の成果は以下の形式で発表を予定している。 
 

・国際学会発表 
Kazuyoshi Koike, Garrett J. Smith, Ryoko Yamamoto-Ikemoto, Sebastian Lücker, Norihisa Matsuura, 
Comammox Nitrospira dominate ammonia oxidation in a full-scale groundwater treatment bioreactor under 
copper limited conditions, 18th International Symposium on Microbial Ecology (ISME18, 14-19 August 2022, 
Lausanne, Switzerland).  
派遣期間中の成果の一部と先行研究の成果を合わせた内容で発表予定。 
 
 
・論文発表 
派遣先機関の博士研究員、指導教員、所属機関の指導教員と共同で論文を執筆中。 
派遣期間中の成果、派遣先ラボと共同で継続中の成果、所属機関での成果を使って第一著者として2
件発表予定。 

 
 

 
7. 本プログラムに採用されたことで得られたこと（1/2 ページ程度を目安に記入すること） 

 

本派遣は私にとって初の海外長期滞在であった。受入研究者とは国際学会にて初めて話したことを

きっかけに共同研究を開始し、本派遣に至るまで連絡を取り続けてきた。渡航の準備、海外での生活、

新しい環境での研究は、苦労も多かったが全て非常に貴重な経験となった。 

本派遣の最大の収穫は、先進的なバイオインフォマティクスを学び新たな研究テーマに挑戦できた

ことである。今回取り組んだメタゲノム解析やメタトランスクリプトーム解析は、本研究課題のみな

らず様々な微生物の遺伝子解析に応用可能であり、研究アプローチの選択肢が大きく広がった。私は

これまでメタゲノム解析やメタトランスクリプトーム解析の経験はなかったが、直接指導をして頂い

た博士研究員からスクリプトの書き方、最適な解析方法を選択するための方法や考え方を学び、最終

的には一人で解析できるまで成長した。そして、私が考えた研究テーマが硝化微生物研究において世

界トップクラスの研究室で認められ、共同でそのテーマを遂行し成果を挙げたことで研究者としての

自信が付いた。 
そして、派遣先の博士学生、博士研究員、指導教員との人的ネットワークの構築や、日本と異なる

研究室文化の経験も本プログラム無くしては得られなかった。派遣先ラボではセミナーとミーティン

グがそれぞれ週1回開催され、そこではラボメンバーの研究や話題の研究トピックスについて議論し

た。それらを通して、自分とは異なる考え方や斬新な課題解決方法を学び研究者としての視野が広が

った。また、受入研究室と現在の所属研究室とで合同シンポジウムを開催し、両ラボの特徴や研究な

どを紹介し合ったことで、互いの研究室について理解を深めることができた 
研究だけでなく、言語も文化も日本とは異なる環境で生活したことで、適応力やコミュニケーショ

ン能力を磨くことができた。約4ヶ月間という短い期間ではあるが、Radboud UniversityのMicrobiology
グループの一員として活動した本経験は、私の研究者人生において一つのターニングポイントになる

と確信している。今後は本プログラムの経験を基盤に、より一層研究に精進したいと考えている。


